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Q
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
再
構
築
の
考
え
方
は
？

A
（
知
事
）
機
能
再
構
築
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、

県
内
の
小
児
医
療
提
供
体
制
の
視
点
か
ら
適
切
な
機
能
を

担
当
す
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
と
家
族
に
と
っ
て
適
切
な
診

療
と
病
院
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
、
小
児
か
ら
成
人
ま
で

生
涯
に
わ
た
る
一
連
の
診
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
の
3

点
を
旨
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
患
者
さ
ん
を
基
軸

と
し
た
診
療
体
制
・
診
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
医
療
人
材

の
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

Q

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
？ 

A
（
知
事
）
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
役
割
や
機
能
を
踏
ま
え
つ
つ
、
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
新
た
な
機
能
を
付
加
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

組
織
の
整
備
に
関
し
て
は
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
と
の
機
能

的
一
体
化
を
図
る
た
め
、
両
セ
ン
タ
ー
を
あ
わ
せ
て
新
た

な
病
院
組
織
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
今
後
、
基
本
計
画
に
お
い
て
具
体
的
な
内
容

を
し
っ
か
り
と
整
理
し
て
い
く
。

国
の
ダ
ム
検
証

「
最
も
有
利
な
案
は
大
戸
川
ダ
ム
案
」

Q

最
も
有
利
な
案
は
大
戸
川
ダ
ム
案
と
し
た
国
の
ダ

ム
検
証
の
評
価
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
？

A
（
知
事
）
検
討
主
体
で
あ
る
国
が
ダ
ム
検
証
の
手
続

き
に
の
っ
と
り
、
予
断
な
く
検
証
さ
れ
た
結
果
と
考
え
て

い
る
。

Q

大
戸
川
の
治
水
安
全
度
を
ど
の
よ
う
に
高
め
る

の
か
？

A
（
知
事
）
大
戸
川
に
つ
い
て
は
河
川
改
修
を
優
先

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
目
標
で
あ
る
戦
後
最
大
規
模
の
洪
水
を
流
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
私
も
一
定
、
ダ
ム
の
治
水
効
果

と
い
う
も
の
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
造
る
か
ど

う
か
は
全
体
、
上
下
流
の
流
れ
の
中
で
判
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

Q

河
川
整
備
計
画
を
変
更
し
て
、
県
道
栗
東
信
楽
線
を

準
備
工
事
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
？

A
（
知
事
）
今
後
、
ダ
ム
検
証
に
お
い
て
事
業
継
続
の

対
応
方
針
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
県
道
栗
東
信
楽
線
の

付
替
工
事
に
関
し
て
は
大
戸
川
ダ
ム
本
体
工
事
と
並
行

し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
本
体
工
事
に
先

立
っ
て
全
線
の
整
備
を
国
に
求
め
る
の
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
、
ま
ず
は
付
替
県
道
大
津
信
楽
線
と
の
接
続
箇

所
を
一
部
先
行
し
て
実
施
す
る
方
策
に
つ
い
て
国
と
協

議
し
て
い
く
。

Q

大
戸
川
沿
川
の
住
民
と
の
対
話
を
含
め
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
？

A
（
知
事
）
長
年
に
わ
た
り
水
害
に
苦
し
ま
れ
て
い
る

関
係
市
や
地
域
の
意
向
は
大
変
重
く
、
こ
う
し
た
方
々

の
意
向
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、

丁
寧
に
進
め
て
い

く
。
ま
ず
は
県
と

し
て
被
害
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
大
戸
川
の
河

川
改
修
を
推
進
し

て
い
く
。

◆
予
算
特
別
委
員
会 

全
体
質
疑
◆

県
立
図
書
館
開
館
日
の

増
加
を
検
討

Q

県
立
図
書
館
は
経
費
縮
減
の
観
点
か
ら
週
２
日
休
館

す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
一
、
開
館
時
間
の
短
い
図
書
館

に
な
っ
て
い
る
が
見
解
は
？

A
（
教
育
長
）
全
国
に
60
館
あ
る
都
道
府
県
立
図
書
館

の
内
、
週
１
日
休
館
が
48
館
、
月
１
回
休
館
が
10
館
で
、

週
２
日
休
館
し
て
い
る
の
は
本
県
の
み
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
平
成
20
年
度

か
ら
休
館
日
を
２
日
と
し

た
が
県
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
つ
か
さ
ど
る
県
立
図
書

館
と
し
て
業
務
体
制
の
検

討
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
早

急
に
休
館
日
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

Q

県
立
図
書
館
の
新
年
度
の
図
書
資
料
購
入
費
は

４
６
３
５
万
円
。
平
成
18
年
度
の
９
５
０
０
万
円
か

ら
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
が
十
分
と
考
え
て
い
る

の
か
？

A
（
教
育
長
）
新
刊
図
書
全
体
に
対
す
る
収
集
率
は
、

平
成
26
年
度
で
は
17
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
図
書
の

整
備
が
十
分
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
２
月
県
議
会
は
、
新
年
度
当
初
予
算
案
な
ど

110
議
案
を
可
決
し
て
３
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
達

が
未
来
に
夢
を
持
て
る
県
政
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
28
年
２
月
県
議
会 

一般
質
問
◆

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の

再
整
備
が
実
現
へ

　
こ
れ
ま
で
提
案
し
て
き
た
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
を
改
め
て
求
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
に
策
定

さ
れ
る
基
本
計
画
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

Q

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
？

A
（
知
事
）
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
他
の
病
院

で
は
対
応
が
困
難
な
難
治
性
慢
性
疾
患
を
中
心
に
専
門
医

療
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
後
と
も
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
疾
患
や
新
た
な
小
児

疾
患
に
対
し
て
必
要
な
診
断
、
適
切
な
治
療
、
望
ま
し
い

病
院
環
境
に
お
い
て
改
善
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

解
　説

　

医
療
の
進
歩
と
と
も
に
新
生
児
、
乳
児
の
死

亡
率
が
世
界
で
最
も
低
く
な
っ
た
反
面
、
難
治

性
疾
患
や
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め
、
医
療

や
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
63
年
に
開
設
さ
れ
た
小
児
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
高
度
専
門
的
な
医
療
を
提
供
す
る

と
も
に
、
精
密
検
診
や
保
健
指
導
と
い
っ
た
小

児
保
健
の
拠
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

開
設
か
ら
30
年
近
く
が
経
過
し
、
施
設
の
狭
あ

い
化
な
ど
施
設
面
で
の
課
題
を
抱
え
、
施
設
整

備
を
含
め
小
児
医
療
の
充
実
、
高
度
化
に
向
け

た
機
能
強
化
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　

県
は
よ
う
や
く
、
再
整
備
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
が
、
一
方
で
成
人
病
セ
ン
タ
ー
と
の

一
体
化
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
、
病
院
運
営
の

合
理
化
・
効
率
化
の
視
点
で
は
な
く
患
者
さ
ん

の
視
点
で
の
再
整
備
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討
が
進

め
ら
れ
、
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▲平成28年1月、2月の開館状況
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県立図書館の図書資料購入費等の推移



うち臨時財政対策債
30,500 （5.6%）

交通安全対策
特別交付金
450（0.1%）

依存財源
272,050

（50.0%）

県債
73,882

（13.6%）
県税

155,500
（28.6%）

自主財源
272,530

（50.0%）

国庫支出金
58,780

（10.8%）

地方交付税
116,000

（21.3%）

諸収入
33,178

（6.1%）

地方特例交付金
700（0.1%）

地方譲与税
22,238（4.1%）

繰越金
0（0.0%）

繰入金
24,609

（4.5%）

寄附金
101（0.0%）

財産収入
1,013（0.2%）

使用料及び手数料
8,337（1.5%）

分担金及び負担金
1,753（0.3%）

地方消費税清算金
48,039（8.8%）

（単位：百万円）

災害復旧費
826（0.2%）

公債費
80,169

（14.7%）

教育費
139,469

（25.6%）

警察費
30,019 
（5.5%）

土木交通費
48,551

（8.9%）
農政水産業費
19,636（3.6%）

商工観光労働費
21,303（3.9%）

健康医療福祉費
93,134

（17.1%）

琵琶湖環境費
18,622（3.4%）

総務費
20,663（3.8%）

総合政策費
20,313（3.7%）

議会費
1,306

（0.3%）

予備費
130（0.0%）

諸支出金
50,439

（9.3%）

（単位：百万円）

5,445億8千万円 5,445億8千万円
歳入合計 歳出合計

未来に向けた確実な一歩 平成28年度予算から皆さんのお声を形にした事例を紹介します。

がん対策の強化

　がん対策推進条例に基づき、総
合的ながん対策を進めます。新た
に、がん患者の経済的な相談に対
応する病院相談員の研修を実施す
るとともに、自己点検シートを作
成し、患者や家族の経済的な不安
に応えていきます。

文化財保護の推進

　平成28年度から10年かけて
行われる比叡山延暦寺根本中堂
の大規模修理を受託し、支援す
るとともに、他の指定文化財に
ついても知事との政策協議の結
果、補助を上積みしました。

水草対策の拡充

　生活環境や漁業、生態系に大き
な影響を与えている水草の大量繁
茂に対応し、集中的に水草の除去
を行うとともに、提案していた企
業や大学と連携した水草対策の技
術開発への支援が新たに実施され
ることになりました。

子育て支援の充実

　新たに年収470万円未満の第3
子以降の保育料を無料にし、多
子世帯の経済負担の軽減を図り
ます。長年、設置を求めてきた
大津・高島子ども家庭相談セン
ターが開設されます。

●歳入予算の構成図 ●歳出予算の構成図

県
立
体
育
館
が

び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
に
移
転

　

老
朽
化
が
進
む
県
立
体
育

館
を
大
津
市
瀬
田
地
域
に
ま

た
が
る
「
び
わ
こ
文
化
公
園

都
市
」
に
移
転
、
新
築
す
る

方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
新

年
度
予
算
に
基
本
計
画
策
定

事
業
費
２
５
２
０
万
円
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
2
月
県
議
会
の
一
般

質
問
で
、
大
学
を
は
じ
め
立
地
す
る
多
様
な
施
設
や
資

源
を
活
か
す
た
め
に
「
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
」
で
の

県
立
体
育
館
の
整
備
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
知
事
は

「
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
や
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
地

域
に
な
る
よ
う
に
検
討
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
提
案
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

機
能
や
規
模
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に
設
置
予
定
の

懇
話
会
で
基
本
計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
検
討
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
単
な
る
社
会
体
育
施
設
の
整
備

に
留
ま
ら
ず
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
や
医
工
連
携
や
観

光
な
ど
産
業
振
興
の
拠
点
、
防
災
の
拠
点
と
す
る
こ
と

で
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

滋賀県議会議員

さとう健司 皆様のご意見を
ぜひお聞かせください

sato@satoken.net 
〒５２０‐２１５３　大津市一里山１丁目１‐１３‐１３０５

◎厚生産業常任委員会
◎スポーツ振興特別委員会
　委員長

想定される規模
全国規模の大会、大規模イベントや各種興行の開催に対応
できるアリーナ面積、観客数に応じたフレキシブルな活用
が可能となる観客席を持つ規模
メインアリーナ ２７００平米程度

サブアリーナ １０００平米程度

観客席 ５０００席程度（固定席・可動席・仮設席の合計）

今後のスケジュール
平成28年度 基本計画および民活調査

平成29〜平成30年度 基本設計

平成30年度中頃〜
平成31年度 実施設計（平成31年度〜造成工事）

平成32年度〜 建築工事 

平成34年度 竣工    

多子世帯子育て応援事業 １億3939万円

児童虐待防止対策事業 3899万円

水草刈取事業・除去事業等 2億4760万円

水草対策技術開発支援事業 565万円

指定文化財保存修理等
補助事業 １億6973万円

人と地域が輝く
歴史遺産活用モデル事業 58万円

がん患者の家計プラン事業 170万円

がん患者の未来の
家族計画応援事業 202万円


